『特別事情の書き方と文例』

□　(例１～例５)を参考にして御事情を整理し、「応募資格審査に申請する特別事情」の欄に御記入ください。

　　　
･･････････････････････････目　　次････････････････････････････
１　本人・親族等の転勤に伴う転居 （２ページ）
（例１）父の転勤により、府内の社宅に転居する場合
２　本人・親族等の転勤以外の事情による転居（３ページ～４ページ）
（例２）府内在住の祖父の介護のため、同居の必要が生じた場合
（例３）府内に住居を購入することに伴い、転居する場合
（例４）現在の賃貸住宅の契約満了により、府内に転居する場合
３　府外在住の本人が、府内在住の親族等の元に転居（５ページ）
（例５）卒業を機に本人が府内在住の親族の元に転居する場合
（転居を伴う特別事情の場合、文面に必ず含めなければならない内容）

・「誰」が府内に転居予定であるか
・府内の転居先とその住居形態（持ち家、賃貸、社宅等）について
・転居予定日（３月末までに転居が完了すること）
・転居する特別事情
＊特別事情を説明する文章では、志願者「本人」を基準に、たとえば、「父母」、「父」、「母」、「父方の祖父」という形で、その関係を記述ください。

＊特別事情申請書には、卒業(予定)校等より、視覚支援学校専攻科を志願している旨の副申が必要となります。

１　本人・親族等の転勤に伴う転居
（例１）父の転勤により、府内の社宅に転居する場合
（転居の特別事情）⇒（父が４月１日付大阪府内に転勤）

（誰が）⇒（本人が）
（転居先と住居形態）⇒（府内にある社宅に）　
（転居予定日）⇒（３月26日）
　　　　
＊次の①～④が作成した文書に含まれているか、確認してください。
①　特別な事情　　②　本人が府内に転居する旨
③　府内の転居先と住居形態　　　④　転居予定日


父の転勤①に伴い、本人も大阪へ転居し②、□□市内の社宅（借り上げ住宅）③に入居することになった。転居は令和７年３月26日④の予定である。

【参考】
「３月26日（転居予定日）までに本人が入居予定である」ことの証明書が必要となります。
また、本人以外が契約している場合、居住承諾書が必要となります。
２　本人・親族等の転勤以外の事情による転居

（例２）府内在住の祖父の介護のため、同居の必要が生じた場合
（転居の特別事情）⇒（母方の祖父の介護で同居が必要となったため）

（誰が）⇒（本人が）
（転居先と住居形態）⇒（祖父名義の持ち家） 　（転居予定日）⇒（３月22日）

＊次の①～④が作成した文書に含まれているか、確認してください。

①　特別な事情　　②　本人が府内に転居する旨
③　府内の転居先と住居形態　　④　転居予定日

本人の母方の祖父が高齢で介護を要するため①、本人の高校卒業を機に、祖父（○○市在住）と同居②することとした。
なお、転居先の住居は、祖父名義の持ち家③であり、令和７年３月22日転居予定④である。
【参考】
本人が所有又は契約していない家屋に入居する場合、お住まいになる住居に関する書類及び居住承諾書が必要となります。
（例３）府内に住居を購入することに伴い、転居する場合
（転居の特別事情）⇒（府内に持ち家を購入したため）

（誰が）⇒（本人が）
（転居先と住居形態）⇒（府内の持ち家に）　　
（転居予定日）⇒（３月25日）

＊次の①～④が作成した文書に含まれているか、確認してください。

①　特別な事情　　②　本人が府内に転居する旨　
③　府内の転居先と住居形態　　④　転居予定日


本人が△△市に住居（本人名義）を購入（新築）③したため、現在の賃貸住宅を退去し①、転居する②こととした。令和７年３月25日転居予定④である。
【参考】
購入した自宅が本人の持ち家であり、引き渡しが3月31日までであることが確認できる（公営住宅等の場合には、入居と入居予定日が確認できる）書類の提出が必要です。
本人が所有又は契約していない家屋に同居又は入居する場合、お住まいになる住居に関する書類及び居住承諾書が必要となります。
（例４）現在の賃貸住宅の契約満了により、府内に転居する場合
（転居の特別事情）⇒（現在の賃貸契約満了に伴い、新たに府内の賃貸物件と契約したため）

（誰が）⇒（本人が）

（転居先と住居形態）⇒（府内の賃貸住宅に）　　　

（転居予定日）⇒（３月25日）

　　　　　　　　　　　　　　　
＊次の①～④が作成した文書に含まれているか、確認してください。

①　特別な事情　　②　本人が府内に転居する旨　
③　府内の転居先と住居形態　　④　転居予定日


　現在、本人が住んでいる、滋賀県内の住宅の賃貸契約が令和７年３月末で満了になる①のを機に、大阪府内に転居する②こととした。転居先は大阪市○○区に新たに契約する賃貸住宅③で、令和６年３月25日転居予定④である。

【参考】
賃貸住宅の契約者が本人であり、転居予定日までに入居可能であることが確認できる証明書類（府営住宅の場合は当選通知書等、社宅等の場合は、会社が本人の入居を転居日までに認める証明書）の提出が必要です。
本人が所有又は契約していない家屋に同居又は入居する場合、お住まいになる住居に関する書類及び居住承諾書が必要となります。
３　府外在住の本人が、府内在住の親族等の元に転居
（例５）卒業（予定）校卒業を機に、本人が府内在住の父母の元に転居する場合
（転居の特別事情）⇒（中学までは、三重県の祖父の元で生活し、中学に通っていた）

（誰が）⇒（本人が）

（転居先と住居形態）⇒（府内在住の父母の元）　　
（転居予定日）⇒（３月25日）

＊次の①～④が作成した文書に含まれているか、確認してください。

①　特別な事情　　②　本人が府内に転居する旨　
③　府内の転居先と住居形態　　④　転居予定日


現在、本人は、三重県で父方の祖父と生活しているが、本人の高校卒業を機に①、府内在住の父母の元に戻る②こととした。なお、転居地は、△△市内の持ち家（父親名義）である。③令和７年３月25日転居予定④である。
【参考】
本人が所有又は契約していない家屋に入居する場合、お住まいになる住居に関する書類及び居住者全員の居住承諾書が必要となります。
国内からの志願者用
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